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　確定申告等で、障害者手帳をお持ちでない方でも、
手帳保持者に準じた所得税・住民税の障害者控除が
受けられる場合があります。
　市では、介護保険の認定を受けている方で一定の
要件を満たした方に対し、申請により「障害者控除
対象者認定書」を発行しています。
　申請は、１月４日㈭から高齢者支援課で受け付け
ます。
　詳細は問い合わせください。
　・　高齢者支援課介護保険班
　☎０４７５（７０）０３３５

国
民
健
康
保
険

市
の
特
定
健
診
以
外
の
健
診
を
受
け
た
方
へ

申問

介護保険制度による
障害者控除認定書の発行

問

認知症カフェ

「あったかスペースモクセイ」

▼
提
出
書
類

①
健
診
結
果
の
コ
ピ
ー

②
受
診
票
（
質
問
項
目
、
身
長
、

体
重
、
腹
囲
を
記
入
）

　
紛
失
等
に
よ
り
お
手
元
に
無
い

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
送
付
先
＝
〒
２
９
９
–
３
２
９
２

大
網
１
１
５
番
地
２

大
網
白
里
市
役
所
市
民
課
国
保
班

　
市
民
課
国
保
班
　

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
４

◇
健
診
結
果
の
提
出
に
ご
協
力
を

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
40
歳

以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
中
で
、
令
和
５
年
４

月
１
日
以
降
に
勤
務
先
の
健
康
診

断
を
受
け
た
方
や
、
治
療
な
ど
に

よ
り
定
期
検
査
を
受
け
て
い
る
方

等
で
「
特
定
健
診
」
と
同
等
の
項

目
を
実
施
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

結
果
を
市
に
提
出
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
提
出
を
お
願
い
す
る
理
由
〉

・
提
出
い
た
だ
い
た
結
果
を
保
存

し
、
他
の
健
診
受
診
者
の
結
果
と

併
せ
て
保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

・
保
健
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対
象

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
３
月
31
日
㈰
時
点
で
40
歳
か

ら
74
歳
の
方

・
当
該
年
度
に
勤
務
先
の
健
康
診

断
を
受
け
た
方
や
、
市
の
健
診
以

外
で
検
査
を
し
た
方

認
知
症
予
防
の
た
め
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

▼
会
場
＝
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
3

階
ホ
ー
ル

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
数
＝
30
人

▼
申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
・
汗
拭
き
タ

オ
ル
・
運
動
で
き
る
服
装

※
講
座
は
室
内
で
行
い
ま
す
。

　
歩
く
こ
と
は
認
知
症
予
防
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
力
で
歩
け

る
よ
う
に
、
実
際
に
歩
き
な
が
ら

正
し
い
歩
き
方
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
1
月
29
日
㈪
14
時
〜
16

時
（
体
調
の
確
認
を
行
う
た
め
13

時
30
分
集
合
）

国
民
健
康
保
険
税
の

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

か
ら
の
保
険
税
が
対
象
）

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

　
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

　
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
。

▼
対
象
保
険
税
＝
出
産
す
る
方
の

産
前
産
後
期
間
の
所
得
割
額
お
よ

び
均
等
割
額

▼
届
出
時
期
＝
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら

　
１
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

の
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
出
産
（
予
定
日
）
が
11
月
１

日
以
降
の
方

▼
免
除
期
間
＝
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か

ら
４
か
月
間
（
令
和
６
年
１
月
分

マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

書
い
て
み
ま
せ
ん
か

イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

▼
配
布
場
所
＝
高
齢
者
支
援
課
、

白
里
出
張
所

　
・
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
４
３
９

　
マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

は
、人
生
を
振
り
返
り
、自
分
に
関

す
る
情
報
や
希
望
を
記
入
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
る
ノ
ー
ト
で
す
。

　
自
分
の
思
い
を
あ
ら
か
じ
め
書

い
て
お
く
こ
と
で
、
も
し
も
の
時

に
も
あ
な
た
の
意
思
を
周
囲
の
方

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ

FAX

申

問

申

問

申

問

問

問

　地域包括支援センターは、高齢者の方
が、一人ひとり住み慣れた地域で、いつ
までもその人らしい生活を送ることがで
きるよう、自身の努力とともに、介護・
福祉・健康・医療など、地域のさまざま
な資源を活用し、必要な支援を行ってい
ます。
◇自立した生活ができるよう介護予防
をすすめます
　要支援１、２と認定された方や、介護
が必要となる恐れがある方への支援を行い
ます（介護予防ケアプランの作成など）。

地域包括支援センターだより
～地域包括支援センターをご利用ください～

「20歳になったら国民年金」ね ん き ん ナ ビ

　国民年金は、年老いたとき、病気
やけがで障害が残ったとき、家族の
働き手が亡くなったときなどに、働い
ている世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の方は加入する
ことが義務付けられており、20歳に
なると日本年金機構から国民年金加
入のお知らせが届きます。
◇ポイント
①将来の大きな支えです
　国民年金は、20 歳から 60 歳まで
加入し、保険料を納める制度です。
国が責任を持って運営し、年金の給
付は生涯にわたって保障されます。
②老後のためだけではありません
　国民年金は、年老いたときの「老
齢年金」のほかに、病気やけがで障
害が残ったときに受け取れる「障害年
金」、加入者が死亡した場合にその加
入者により生計を維持されていた遺族
（子のある配偶者や子）が受け取れる
「遺族年金」があります。

問

◇学生納付特例制度と免除・納付
猶予制度
▶学生納付特例制度
　学生で、本人の所得が一定額以下
の場合に国民年金保険料の納付が猶
予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に
規定する大学、大学院、短期大学、
高等学校、高等専門学校、専修学校
および各種学校（修業年限１年以上
である課程）、一部の海外大学の日本
分校に在学する方です。
▶免除・納付猶予制度
　学生でない20 歳以上60 歳未満の
方で、本人・配偶者・世帯主の所得
が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が免除もしくは猶予される制
度です。
　 千葉年金事務所　　
　 ☎０４３（２４２）６３２０
　 市民課高齢者医療年金班
　 ☎０４７５（７０）０３３６

◇介護に関する悩みなど、さまざまな
相談に応じます
　介護が必要な高齢者や家族のために、
介護に関する相談のほか、福祉や医療な
どさまざまな相談を受け付けています。
◇高齢者のみなさんの権利を守ります
　消費者被害などへの対応、成年後見制
度の利用支援や高齢者の虐待防止や早
期発見・早期対応などに取り組みます。
　困り事がありましたらご相談ください。
　 地域包括支援センター
　 ☎０４７５（７０）０４３９

　認知症の方やその家族、地
域住民の誰でも参加でき、楽し
く話したり悩み事などを共有し、
ひと息つける交流の場です。
　あんとんねぇさ～「九十九里
地域認知症家族の会」in 大網
白里市も同時に行う予定です。
※飲食の提供はありませんので
　各自でお持ちください。
▶日時＝１月 18 日㈭ 14 時～
16時

▶会場＝中部コミュニティセン
ター1階会議室
▶内容＝認知症の相談、参加
者同士の交流、レクリエーショ
ン等
▶対象＝認知症の方と家族、
認知症に関心のある方、地域
の方どなたでも歓迎
　 地域包括支援センター
　 ☎０４７５（７０）０４３９　 
　　　０４７５（７０）１０９３

▼
参
加
費
＝
無
料

　
・
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
４
３
９

▼
提
出
書
類

・本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

・
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

　
・
　
税
務
課
市
民
税
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
２
１
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問

こちらは消費生活センターです！

▲千葉県ホームページ

▲市ホームページ

▲ちば電子申請サービス

問

男女共同参画だより
～「おとう飯」で気軽にできる男性の家事参加～貴金属の買い取りが目的!? 強引な訪問購入に注意

◀おとう飯
　朝食レシピ

◀給食レシピで
　おとう飯

◀内閣府
　ホームページ

見  本

問

　男女共同参画社会を目指す中で、男性の家
事・育児参加が大きな課題となっています。
特に料理は、やってみたいと思っていても、
技術的・心理的ハードルがあると思われます。
　そこで、内閣府男女共同参画局では、これ
まで料理をしていない、料理をしたことがある
ものの作るのをやめてしまったという男性の料
理参加の第一歩として、簡単で手間をかけず、
多少見た目が悪くてもおいしい料理を「おと
う飯」と名付け、キャンペーンを行っており、
市では、平成29年に市長が “おとう飯サポー
ター” となり、啓発活動を行っています。
　内閣府男女共同参画局ホームページでは、
全国からよりすぐりの「おとう飯」レシピが、
市ホームページでは市民が応募した「おとう
飯」朝食レシピと、市内小中学校の給食レシ
ピからつくる「おとう飯」が紹介されています。
　 地域づくり課市民協働推進班
　 ☎０４７５（７０）０３４２

諾していない物品の売却を求めることは
できません。売るつもりの無い貴金属な
どの売却を迫られても、きっぱり断りま
しょう。
　売却する場合は、必ず契約書を受け
取り、すぐに物品の種類や買取価格、
事業者の連絡先などを確認することが
大切です。
　訪問購入は、条件を満たせばクーリ
ング・オフができ、期間中は引き渡し
を拒むことができます。困った時は、
消費生活センターにご相談ください。
（国民生活センター見守り新鮮情報第
466号より）
◇市消費生活センター
▶相談日時＝祝日を除く㈪・㈫・㈬・㈮
10時～12時、13時～16時
▶会場＝中央公民館１階相談室
▶相談電話＝☎０４７５（７０）０３４４
　 地域づくり課市民協働推進班　
　 ☎０４７５（７０）０３４２

〈事例〉
　年配の女性から「どんなものでも買い
取ります」と丁寧な電話があり、洋服の
訪問買い取りを了承した。しかし、訪問し
てきたのは若い男性で、突然「貴金属は
無いか」と強く言われ、用意していた服は
車に放り込まれた。怖くなって、亡くなっ
た夫の金歯やネックレスなどを探して渡
してしまった。それらを探している間に、
買取書のチェック欄に勝手に記入され、
近くに置いていた印鑑で捺印までされて
いた。男性は買い取り代として約２万５
千円を置いて帰った。（70歳代）
〈ひとことアドバイス〉
　訪問購入をしようとする購入業者が
突然訪問して勧誘をすることは禁止さ
れています。このような禁止行為を行
う購入業者を家に入れないようにしま
しょう。
　事前に電話等で訪問を約束した場合
でも、購入業者は、消費者が事前に承

い
主
が
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
ん
は
小
袋
に
入
れ
、
ご
み
袋

の
中
ほ
ど
に
入
れ
て
、
燃
や
せ
る

ご
み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
飼
い
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

を
放
置
さ
れ
て
迷
惑
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
ま
た
、
き
ち
ん
と
持

ち
帰
っ
て
い
る
の
に
、
疑
い
の
目

で
見
ら
れ
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
飼
い
主
も
い
ま
す
。 ふ
ん
は
飼

飼
い
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は

飼
い
主
が
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

in 
山
武
地
域
の
開
催・

会
場
＝
50
人（
先
着
順
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
（
z
o
o
m
）＝
30

人（
先
着
順
）

▼
対
象
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、地
縁
団
体
、協

働
に
関
心
を
持
つ
県
民
、
行
政
職

員
等

▼
講
師
＝
千
葉
商
科
大
学
政
策
情

報
学
部 
教
授
／
地
域
連
携
推
進
セ

ン
タ
ー
長 
榎
戸 

敬
介
氏

▼
内
容
＝
講
演
・
事
例
発
表

▼
申
込
方
法
＝「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
す
る
か
、「
氏
名
、団
体
名
、

電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、参

加
方
法
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
」を

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
締
切
＝
１
月
11
日
㈭

　
地
域
の
困
り
事
の
解
決
や
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
多
様

な
主
体（
行
政
、地
縁
団
体
、市
民
活

動
団
体
、企
業
、学
校
等
）が「
連
携
・

協
働
」し
て
、
事
業
を
実
施
し
て
い

く
仕
組
み
が
効
果
的
で
す
。

　
地
域
の
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
大
学

の
協
働
に
係
る
講
演
・
事
例
発
表

を
通
じ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を

考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
20
日
㈯
14
時
〜
16
時

▼
会
場
＝
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ
＝
地
域
と
大
学
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
未
来

▼
募
集
人
数

問

　
で
き
る
だ
け
資
源
は
再
生
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資
源
の
再

生
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
聞
・

雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
が
み
・

ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
区
・
自
治
会
等
の
団
体
で

回
収
し
て
、
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
た
場
合
、
市
か
ら
奨
励
金

と
し
て
３
円
／
kg
を
交
付
し
て
い

ま
す
。 資

源
再
生
利
用
促
進
奨
励
金
制
度

問上
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
、
例

外
的
に
野
焼
き
が
認
め
ら
れ
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
発
生
す
る
煙
、

灰
等
が
悪
臭
や
大
気
汚
染
（
Ｐ
Ｍ

２
．５
な
ど
）
の
原
因
と
な
る
た

め
、
他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
を
原
因
と
し
た
火
災
や

苦
情
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
に
、
廃
棄
物
は
適
切
に
処
理
し
、

野
焼
き
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
目
や
の
ど
が
痛
い
」「
洗

濯
物
が
干
せ
な
い
」「
小
さ
な
子

ど
も
が
い
て
、
ぜ
ん
そ
く
が
心

配
」
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
適
切
な
焼
却
設
備
を
用
い
ず
に

ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
燃
や
し
た

り
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
燃
や
し

た
り
す
る
こ
と
も
野
焼
き
に
当
た

り
ま
す
。

　
芝
焼
き
、
お
た
き
上
げ
、
軽
微

な
た
き
火
、
農
林
漁
業
等
の
運
営

野
焼
き
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

問

申

問

　
・
　
千
葉
県
県
民
生
活
課
県

　民
活
動
推
進
班

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）４
１
４
７

　
　npo-vo@

m
z.pref.

　chiba.lg.jp

　昨年10月末に発行
した「令和５年度大
網白里市元気回復
クーポン券」の使用
期限は１月31日㈬です。忘れずに使用しましょう。
※クーポン券取扱店等の詳細は市ホームページで
　ご確認ください。
　 市クーポン券事業運営事
　 務局
　 ☎０５０（３８５２）４９９８
　 年末年始、㈯・㈰・祝休日
　 を除く９時～17時

令和５年度大網白里市
元気回復クーポン券の
使用は１月31日まで！

問

　「ご家庭で不用となった家電製品や家具類を無料で
回収します」などと記載したチラシを配布し、軽トラッ
クなどで地域を巡回しながら回収する業者が見受けら
れます。
　家庭から出たごみ（廃棄物）を回収するには市の一
般廃棄物収集運搬業許可が必要であり、無許可の業
者による回収は違法です。また、古物商や産業廃棄
物の許可では回収できません。
　こうした違法業者に回収を依頼すると、高額な料金
を請求されたり、不法投棄などの不適正処理につなが
り、排出者として処理責任が問われる場合もあります
ので、絶対に利用せず、不用品は適正な処分方法に従っ
て処理してください。
　 地域づくり課環境対策班   ☎０４７５（７０）０３８６

違法な不用品回収業者に
ご注意ください！

問

　近年、農薬等の毒物が混入された猫餌の散布を疑う事
案が発生しています。猫等の動物をみだりに殺すこと、傷
付けることは犯罪行為であり、最大で５年の懲役または
500万円の罰金に処されます。いかなる理由があったとして
もこれらの行為は絶対にしてはいけません。
　 地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６

動物虐待は犯罪です

問

牛
乳

牛
乳


